
発泡プラスチックの短期・低コスト・低炭素製造を実
現する新たなマイクロ波加熱成形システムおよびプ
ロセスの確立

■研究開発のねらい
発泡スチロール（EPS*）は、機能性に優れた素材として様々なものづくり分野に採用されている。しかし、現

在主流である蒸気加熱成形方式では、化石燃料の燃焼に伴う炭素排出、燃料価格変動に伴う製造コスト増
加が問題視されている。そのため、EPSの製造プロセスにおいても低炭素化への転換が必要不可欠である。

一方で近年、電気のみを熱源とするマイクロ波加熱方式が注目されている。しかし、成形金型内において
電磁界の節と腹（定在波）が発生し、加熱ムラによる成形不良や成形時間増加が課題となっていた。

そこで本研究では、電磁界撹拌機構の最適化と電磁界制御アルゴリズムに基づき、金型内の電磁界分布
を時空間的に均一とすることでマイクロ波加熱によるEPSの成形性を向上することを目的とする。

■研究開発の内容
金型内電磁界分布の均一化実現に向け、以下の項目を実施する。

①電磁界不感点を解消する電磁界撹拌機構の最適設計（電磁界シミュレーション）

② 未加熱部を自動サーチ・優先加熱する電磁界制御アルゴリズムの開発

③テスト金型の試作と提案法による電磁界分布均一化の実証実験

⚫ 事業期間中の特許出願１件と、競争的資金獲得によるEPS実成形の実用化検討へと発展

⚫ EPS成形以外の他の材料および食品加工プロセスへの応用も期待できる

⚫ 提案システム・成形品販売に加えメンテナンスを含むリカーリングビジネスへの展開可能
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■従来の蒸気加熱成形方式
化石燃料の燃焼により生成した蒸気で加熱
化石燃料変動・設備維持管理費
➔製造コスト増加
化石燃料枯渇・炭素排出
➔製造プロセスの低炭素化が不可欠

■マイクロ波加熱成形方式
電子レンジと同様にマイクロ波を照射し加熱
電磁界の腹と節（定在波）が発生
➔加熱ムラによる成形不良・長成形時間
金型内に回転台や撹拌機が必要
➔金型が成形品で充満するため使用不可

■提案技術
☺成形物に機械的に干渉しない電磁界撹拌技術
➔金型の内部形状に依存せず多様な形状のEPS成形に適用可能
☺未加熱部を自動サーチ・優先加熱する電磁界制御アルゴリズム
➔加熱ムラを解消し成形品質向上・成形時間短縮

例）金型内の電磁界シミュレーション
【無制御時】
➔金型内面上・隅角部に不感点発生

【提案法適用時】
➔電磁界分布均一化の実現可能性
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加齢に伴う眼の疾患に対する
新規低分子化合物点眼薬の開発

■研究開発のねらい
我々はモノを見る時、目の中に入ってきた光を網膜という組織で光刺激として受け取り、そ
の信号を脳へ送るために視神経に伝達する。その網膜の中心部が黄斑と呼ばれる。加齢に
伴う眼疾患の１つ加齢黄斑変性は、黄斑部にある視細胞および網膜色素上皮細胞が加
齢とともに傷害を受けて、視力の低下を引き起こす眼疾患である 。本疾患には、萎縮型と

滲出型の２種類がある。萎縮型は、黄斑の組織が加齢とともに萎縮する現象が見られ、症
状はゆっくりと進行するが、有効な治療薬および治療法は未だ存在しない。従って、本研究
では、この萎縮型加齢黄斑変性に対する新たな点眼薬を開発することを目的とする。

■研究開発の内容
網膜色素上皮細胞ならびに視細胞を保護する低分子化合物を探索して、

加齢黄斑変性モデルマウスに対する点眼での薬効を評価する。

l その他特記事項
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貝類生体電気信号解析による活力・鮮度の判定技術の開発

■研究開発のねらい
一般的に多くの生物は生存のために心臓が活動しており、その波形は病気の診断や健康管理に利用可能
である。同様に貝柱の筋活動は、その強度により活力の評価が可能である。

本研究は、貝類の生体電気信号検出技術の開発を通して、従来の生化学分析法では対応が困難な、１）非
破壊的検査、２）現場での迅速な活力・鮮度判定を可能とし、それらの技術を通した活水産養殖物流通への
適用、生食用水産物食品提供場所への適用の検討を行う。本県にとって非常に重要な養殖種であるホタテ
ガイとカキの生食消費量が増えており、海外輸出量も年々増加傾向にある。三陸産高品質貝類の市場拡大
を目指し、正確かつ簡便に活力・鮮度を可視化できる生体電気信号による非破壊検査技術を開発する。

。■研究開発の内容
実施研究開発内容は、以下の３点である

1. 貝類の生体電気信号検出技術開発

2. 生体電気信号と生化学指標の相関解析

3. 開発技術を用いた活力・鮮度変化の評価

 その他特記事項

非破壊検査による貝類の活力・鮮度判別技術を開発して高品質水産物

の提供することによって、岩手県産水産物の信頼性を高め、さんりくブラン
ド創出、三陸水産業の振興や養殖業者の収益拡大が実現できる。
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